
茅ヶ崎海岸中海岸地区は、50年間で汀線が約50ｍ後退した侵食が著しい海岸です。
近年では、平成19年台風9号の高波によって、背後の国道134号自転車歩行者道が被災するなどの被害が発生しました。
この対策として、相模貯水池や茅ヶ崎漁港西側の堆積土砂を運搬し、海辺で敷き均す「養浜」によって砂浜を広げ、
防護、環境、利用の調和の取れた侵食対策を実施しています。
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養浜の効果
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